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介
護
保
険
制
度
は
、社
会
全
体
で
介
護
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て

平
成
12
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
６
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
年
の

４
月
か
ら
は
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
加

わ
る
な
ど
、よ
り
充
実
し
た
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
月
は
、17
年

度
の
実
績
か
ら
、市
の
介
護
保
険
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
平
成
1717
年
度　

介
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介
護
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険
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２
千
６
３
０
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

２
千
６
３
０
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

　

平
成
18
年
３
月
現
在
、市
の
第
１
号

被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
方
）の
人
口
は

２
万
６
千
８
１
７
人
で
、市
の
高
齢
化

率
は
16
・
８
％
で
す
。表
１
は
第
１
号
被

保
険
者
と
第
２
号
被
保
険
者（
40
歳
以

上
65
歳
未
満
）の
要
介
護（
要
支
援
）認

区　　　分 要支援 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計

第1号被保険者 298 1,259 540 394 517 386 3,394人

 
65～75歳未満 68 255 101 64 79 68 635人
75 歳 以 上 230 1,004 439 330 438 318 2,759人

第2号被保険者 7 73 36 20 30 23 189人
総 　 数 305 1,332 576 414 547 409 3,583人
構 成 比 8.5% 37.2% 16.1% 11.5% 15.3% 11.4% 100.0％

要介護度別の要介護・要支援認定者数（平成18年3月末現在） 表1

定
者
数
を
表
し
て
い
ま
す
。認
定
を
受

け
て
い
る
方
の
数
は
、３
千
５
８
３
人

で
、12
年
度
当
初（
１
千
５
３
７
人
）と

比
較
す
る
と
２
・
３
倍
に
増
え
て
い
ま

す
。ま
た
、第
１
号
被
保
険
者
の
認
定
率

は
12
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
者
は
３
千
５
８
３
人（
前
年
度
比
３
３
５
人
増
）

保
険
給
付
費
の
総
額
は
約
45
億（
前
年
度
比
約
２
億
円
増
）

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、利

用
料
の
９
割
相
当
が
介
護
保
険
か
ら
給

付
さ
れ
ま
す
。平
成
17
年
度
の
総
額
は
、

グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
44
億
８
千
６
７
０

万
円
で
、前
年
度
と
比
べ
る
と
約
２
億

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
財
源
は
、

皆
さ
ん
の
保
険
料
と
国
・
県
・
市
の
公
費

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、保
険
料

の
内
訳
は
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以

上
）が
全
体
の
21
・
49
％
、ま
た
、第
２
号

被
保
険
者（
40
歳
か
ら
64
歳
）が
32
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

国庫負担金国庫負担金
8億9千734万円8億9千734万円
((20.020.0％)％)

国庫調整交付金国庫調整交付金
6千775万円(1.51％)6千775万円(1.51％)

県負担金県負担金
5億6千84万円(12.5％)5億6千84万円(12.5％)

市負担金市負担金
5億6千84万円(12.5％)5億6千84万円(12.5％)

第1号被保険者保険料
9億6千419万円
(21.49％)

第2号被保険者保険料第2号被保険者保険料
14億3千574万円14億3千574万円
(32.0％)(32.0％)

44億8千670万円

17年度の介護保険給付費
　　　　　　　の財源内訳（グラフ1）
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要介護1
29人(4.5％)

要介護2
77人(12.1％)

要介護3
107人(16.7％)

要介護4
223人(34.9％)

要介護5
203人(31.8％)

要支援
188人(9.4％)

要介護1
880人(44.2％)

要介護2
391人(19.6％)

要介護3
244人(12.3％)

要介護4
200人(10.1％)

要介護5
88人(4.4％)

サービス種類名 利用件数など 給　付　費 前年度比

①居宅サービス 21億8,150万3,942円 9.3%
訪問介護 12,028件 4億3,134万2,156円 4.5%
訪問入浴介護 821件 4,133万7,810円 △2.1%
訪問看護 3,714件 1億2,204万795円 △3.4%
訪問リハビリテーション 69件 121万8,163円 △43.9%
通所介護 9,327件 5億3,660万6,461円 12.1%
通所リハビリテーション 3,354件 1億8,724万5,710円 8.3%
福祉用具貸与 11,606件 1億5,418万6,443円 14.7%
短期入所生活介護 2,740件 1億9,079万3,201円 2.2%
短期入所療養介護 474件 3,714万413円 △3.6%
居宅療養管理指導 1,888件 1,475万2,620円 3.8%
認知症対応型共同生活介護 517人 1億2,006万7,800円 57.0%
特定施設入所者生活介護 640人 1億178万2,861円 15.8%
福祉用具購入費 352件 809万3,546円 12.2%
住宅改修費 373件 3,861万1,983円 7.7%
居宅介護支援 22,602件 1億9,628万3,980円 8.8%

②施設サービス 21億9,793万7,044円 △2.4%
介護老人福祉施設 3,711人 9億8,630万8,568円 △5.4%
介護老人保健施設 2,475人 6億6,605万2,393円 7.9%
介護療養型医療施設 1,384人 5億4,557万6,083円 △7.8%

計（①＋②） 43億7,944万986円 3.1%

③

審査支払手数料 76,957件 694万9,206円 3.7%
高額介護サービス等費 5,435件 4,075万5,285円 29.8%
特定入所者介護サービス等費 2,842件 5,954万8,330円 100.0%
保険給付費 ①＋②＋③ 44億8,669万3,807円 4.7%

サービス種類別利用状況 表2

　

グ
ラ
フ
２
と
３
は
、要
介
護
度
別
に

居
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
を

表
し
た
も
の
で
す
。認
定
を
受
け
て
い

る
方
３
千
５
８
３
人
の
う
ち
、居
宅
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
は
１
千
９
９
１
人
、施
設

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
６
３
９
人
で
、全

体
で
は
２
千
６
３
０
人（
73
・
４
％
）が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、表
２
は
サ
ー
ビ
ス
種
類
別

の
利
用
状
況
の
一
覧
で
す
。前
年
度
と

比
べ
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
が
９
・

３
％
増
、施
設
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
は

▼施設サービス　（グラフ3）

要介護度別サービス利用者数
　　　（平成18年3月審査分）

認
定
者
の
約
73
％
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た

２
・
４
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。居
宅
サ

ー
ビ
ス
で
は
、認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）の
利
用
が

大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、特
定
施

設
入
所
者
生
活
介
護（
有
料
老
人
ホ
ー

ム
）、福
祉
用
具
貸
与
、通
所
介
護（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）な
ど
を
利
用
す
る
方
も
増

え
て
い
ま
す
。な
お
、サ
ー
ビ
ス
利
用
者

一
人
当
た
り
の
１
か
月
の
保
険
給
付
費

は
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
約
９
万
１
千
３

０
６
円
、施
設
サ
ー
ビ
ス
が
約
28
万
６

千
６
３
７
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
認
知
症
高

齢
者
や
中
重
度
の
要
介
護
高
齢
者
の
方

が
、で
き
る
限
り
住
み
な
れ
た
地
域
で

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、介
護
保
険
制

度
が
改
正
さ
れ
、平
成
18
年
４
月
か
ら

地
域
密
着
型
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

は
、通
い
を
中
心
と
し
て
訪
問
、短
期
間

の
宿
泊
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た「
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」や
24
時
間
体

制
で
の
随
時
訪
問
を
行
う「
夜
間
対
応

型
訪
問
介
護
」、認
知
症
を
持
つ
高
齢
者

が
対
象
の「
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
」、

「
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
」な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
の
は
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

で
、利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
施
設
な

ど
の
規
模
を
小
さ
く
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
が
事
業
者
の
指
定
や
監
督

を
行
い
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。現
在
は
、認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
と
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま

す
が
、そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
は
、市
の
18

年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
整
備
計
画
に

位
置
づ
け
て
お
り
、順
次
整
備
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
概
要
、利
用
方
法
な
ど

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
高
齢
介
護
課
へ
内
線
１
５
５
３

第2号被保険者保険料
14億3千574万円
(32.0％)

特集２特集２特集２

▼居宅サービス　（グラフ2）


